
田原(弁天基地局ゾーン)-静岡(草薙芯地局ゾーン) (地減率20

%) にかけて，全体の約 50 % に相当するトンネル群が集中し

ており， トンネノレ内はもちろんのこと，そうしたトンネル群区

間での電界は，山岳し ゃへいの影響で極端に悪くなるので対策

をたてる必要があった。

この目的に沿っ て， トンネルには$トンネル対策を，区間弱

電界には市明り 医間対策をたて問題の解決を得たが， こうした

極端な弱電界中にあるトンネル内への導波を， ~、かにして行な

うかと L 、う 問題があった。

考え方として (1) 明り区間対策による空間波を受信増幅し

て， ト ンネル内に導波する方法(トンネノレ対策標準方式) (2) 

トンネノレ群区聞を同軸ケープルでつなぎ ， 直接き電する方法で

あるが， ( 1)については明り医聞の電界分布から電界は不安定で，

しかも高利得の地幅器を必要とし経済上不利となるので， (2)の

方法について検討を進め， ト Y ヰル群 l互聞における明り区間

対策用 と して開発， これを明り 灰 問ケープノレ と 称し仕様化し

た。

実施例を図ー1 に示す。
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ケープル断面を図ー2 に示す。

図-2 明り区間ケープノレ断面図
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中心導体に中空アルミパイ プ (JIS-H 2102 アルミユューム地

金の第 2 種以上)を使用したところに特色がある。導体中を流れ

る電流は周波数が高くなると，表皮効果 (skin effect) といって

電流密度が表面に集中する傾向があるので，この特性を利用す

ることにより経済設計をはかった。一方現在の技術では銅パイ

プの長尺化が困難であるので，断面寸法の幾分の僧大を犠牲に
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しアルミ化した。中心導体と外部導体(軟銅テープ)との聞の絶

縁体は， P. E. (polyethylen ) を コルテ勺レに成形した構造で，等

価誘電率は1. 3 以内である。ケーブノレの機械的強度および接続

工法については，検討段階で論議され試験もあわせて行なわれ

てきたが，要約すると (1) 変形率 20% (圧縮荷重 600kg/資料

長 18cm) の場合の V.S.W.R は 1. 3 程度であった。

(2) 40
0

C の温度変化があった場合， パイプに加わる軸荷重は，

計算上約250 kg であるが実用上問題はない。 (3) 曲げ試験の

結果，中心導体の厚さは 1 mm 以上と するこ と。 (4) 中心導

体の接続工法は最も単純で，しかも適当な強度が得られる点で

絞 り工法を採用した。この場合の引張り応力は， 340kg 以上確

保でき実用上十分である 。 (5) 外部構造の接続方法は，テー

ピング式とする。

実際面では，ケープルは土中に直埋する ので， 工事施工時の

屈曲を考慮し，製品に対して特に屈曲試験を義務づけ，その仕

様を L鋼シース外径の 12 倍の曲率半径で 180 度交互に 2 回屈

曲させても ， 鋼シー兄半間接合部及びケ ー プル心に異常を生じ

ないこと λとした。 ケー プノレは断面憐造上直接機穏に接続する

ことを避け， 端末は気密構造の N 型金属接せん(栓) (ガスパル

プ付)で処理し， RG-9Au 系同軸ケー プノレを介在して行なう こ

ととした。ケープルの接続工程の概略を次に述べる。なおケー

プルの標準長は 250 m である。

l 直線接続

(1) ケーブルの口出し (2) 中心導体緩続 中心導体スリー

プを絞り工具で圧縮接続 (3) 外部導体・鋼γース接続ーテフ

ロン円板そう入，しわ(鍛)付銅テープ ・ 鋼テープを接合，両端

ケープノレ側とはんだあげ (4) テーピングの後，鋼体をパイン

ド線で束合，はんだあげ (5) テーピング。

2 接せん(栓)接続(端末処理)

(1) ケープルの口出し (2) 補助鉛管取付け (3) 接せんを

取り付け，中心導体を絞り工具で圧縮接続 (4) 接せん本体と

補助鉛管鉛工 (5) テーピング。

ケ ー プルの接続断面を図 3・4 に示す。
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図ー3 直線接続図

図-4 接せん篠続
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